
令和６年１月に発生した農作業死傷事故
３月のワンポイント

農林水産省HP等による公表

< 1月に発生した農作業死傷事故：8件 >

うち農業機械作業に係るもの：7件

〇 1月は8件の死傷事故が報告され、うち死亡事故は3件でした。

〇 3件の死亡事故には先月に注意喚起した「野焼き」によるものが含まれています。野焼きは危険が伴う

作業であり、野焼きをしないという選択肢がないか、もう一度考えてみましょう。

タイトル：
歩行型トラクターにご用心！

１月に発生した農作業死傷事故
３月のワンポイント

< 3月のワンポイント >

○ 農林水産省などの関係機関は、令和6年度の重点推進テーマを「学ぼう！正しい安全知識～機械作業

の安全対策と熱中症の予防策～」に設定し、5～7月を「熱中症対策研修実施強化期間」、12～2月を「農作

業安全研修実施強化期間」とすることとしました。

○ 農作業事故の防止には、事故の発生状況や安全対策を「知る」ことが第一歩となります。今後、地域で

開催される安全研修に積極的に参加し、具体的な行動の変化（アクション）につなげましょう。

後退時に支柱等に挟まれる

令和6年度重点推進テーマ
「学ぼう！正しい安全知識～農業機械の安全対策と
熱中症の予防策～」

地域の農作業安全研修へ参加しよう歩行型トラクターの月別事故発生件数
死亡以外の件数
死亡件数

JA共済「共済金支払データに基づく農作業事故の発生状況の分析について」
より引用

○ また、例年、農作業が本格的に忙しくなる3月頃から、歩行

型トラクターの事故も増加する傾向があります。死亡事故は後

退時に発生することが多く、ハウスや樹木との間にはさまれた

り、ロータリーに巻き込まれた状態で発見される痛ましい事故

も発生しています。

〇 後進にギヤを入れる際には、①エンジンの回転を落とし、②

ハンドルを押さえ込みながら、③ゆっくりとクラッチをつなぐこと

で、はさまれ事故や巻き込まれ事故を防ぐことができます。

歩行型トラクターの事故事例
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